
みなさん、お疲れ様です。きわめて緊急

の行動ということで本日、本当に多くの方

にお集まり頂きありがとうございます。昼

の大使館前抗議行動もみんなの力で行われ

たと思います。韓国ゼネスト連帯1日行動と

いうことで、最後まで韓国・民主労総のゼ

ネストと連帯し闘いぬいていきましょう。

本日の韓国・民主労総のゼネラルストラ

イキ、これはいまの時代に対する根本的な

解答であると,私は思っています。

いま、全世界的に再び大きな世界中をま

きこむような戦争がはじまる、こういう感

覚をもっている人は消して少なくはないんじゃないでしょ

うか？ 07年、08年のパリバ・リーマンショック以来、経

済危機はますます深まり、それに歩調を合わせるようにし

て、資源や市場、そして勢力圏をめぐる大国間の戦争は、

度を増して激しくなってきました。今年、ついに中東とり

わけシリアをめぐって、トルコがロシア軍機を撃墜するこ

とによって、そしてトルコの側をＮＡＴＯが支持すること

によって、ＮＡＴＯ対ロシアという世界を巻き込むような

戦争の構図が、ますます世界戦争への導火線に火がついた

といわざるをえない状況になっています。これはウクライ

ナで行われている構図と全く一体です。東アジアに目を向

けてみれば、南中国海の利権をめぐって、アメリカと中国

が激しくぶつかり、さらに近いところに目を向けてみれば、

いま作戦計画５０１５というものが策定されて、朝鮮への

ふたたびの侵略戦争が狙われています。日米同盟調整メカ

ニズムという新しい制度が作られて、日本も具体的に集団

的自衛権を持って、戦争法を持ってこれに参戦していく、

むしろ積極的に自らはじめていく、こういう動きがますま

す強まっています。一方で、こういった戦争の情勢、とり

わけシリアに対する空爆はひどいものです。

この間多くの人権団体が、有志連合によるシリアに対す

る空爆の内実を発表しています。少ない統計でも5割以上、

多い統計では7割から8割が民間人が死んでいるといわれて

います。つまり100人が空爆によって死んだら、50人以上、

おおい場合には70人、80人がＩＳではなく民

間人が殺されている、こういう統計がでてい

るわけです。毎日のようにこの空爆が繰り返

され、虐殺につぐ虐殺が行われている。資源

を取り合って市場をとりあって、金儲けのた

めに、毎日毎日何百・何千といわれる人が殺

されているわけです。この現実に対して、Ｉ

Ｓ側がテロという方法でパリ事件という痛ま

しいかたちで反撃をしていく。これでどんど

んどんどん、惨劇が拡大していく。こういう

状況が起きています。有志連合の側を、アメ

リカやロシアやフランスやドイツや日本の側

を支持するなんてできやしない、だけれどもテロという方

法で反撃する連中を支持することなんて論外。結局殺され

ているのは、シリアにおいてもパリにおいてもどの国にお

いても労働者や学生、市民の側です。この戦争で利益を上

げているような連中は全く変わらず、椅子にふんぞり返っ

て、みんなの生き血を吸って生きている、この現実が延々

と続いている。

みなさん、この状況に対してどうすればいいのか？ そ

のことが、ますます問題になっていると思います。話を冒

頭に戻します。韓国・民主労総のゼネストは、まさしくこ

の時代に対する回答です。労働者が団結して戦争を拒否し、

貧困に対して戦争を進める政権を倒すために、ゼネラルス

トライキに立ち上がる。戦争に動員されるのは私たちです。

軍事物資を生産するのも輸送するのも、そして実際に戦場

に行くのもやるのは全部私たちです。だから私たちがスト

ライキをやったときに、戦争なんかできやしない。本当に

戦争をとめるということがどういうことか。そのことを韓

国の闘う仲間たちは示してくれました。

それと一体となって、韓国・民主労総につづいて、安倍

政権を倒すゼネラルストライキをやろうと訴えていること

の中に、私はこの時代を根本的に覆す力があると思ってい

ます。11月の労働者集会で民主労総の仲間はこう言いまし

た。「階級戦争は一朝一夕でおきるものではない。ゼネス

トは一朝一夕でおきるものではない。何人もの、名もない
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活動家が英雄的に何年も活動して、そしてやっとそういう

ことが起きるんだ」と。いま私たちが取り戻さなくてはい

けないのは、そういう力です。具体的に労働運動を甦えら

せ、私たち全学連でいうならば、日々大学の中で行われて

いる軍事研究に反対して具体的に戦争を阻止するストライ

キを巻き起こしていくことです。そしてそれらすべてを繋

げて、民主労総に続く巨大なゼネストをこの日本にも作り

出そうじゃないですか。私たち全学連は、この2015年、民

主労総の仲間に学んで、ゼネストに連帯し、「大学でスト

ライキをやって戦争をとめよう」と掲げて闘ってきました。

10月27日、京都大学で戦争反対のバリケードストライキを

打ち抜くことに成功しました。

みなさん！ 私たちは決断して、決意し、団結すれば必

ず、ゼネストをやることはできます。ストライキを実現し、

資本家階級の支配に対して、職場から立ち向かうことは必

ずできます。動労千葉はこの間ストライキに立ち上がりま

した。戦争に反対し、外注化を阻止し、非正規職を撤廃す

るために、正規・非正規の壁を越えた巨大なストライキが

闘われました。それに学んで闘ってきた多くの組合が、ス

トライキで闘うことに挑戦していると思います。

今日この場にも、その挑戦をしている仲間たちが、本当

にたくさんいると思います。いまこの挑戦は世界中の課題

です。私たちはこの闘いをもっともっと激しく燃え上がら

せていこうではないですか。本日、パククネ政権と安倍政

権、両方を串刺しにするような大闘争をこの場で実現しよ

うではありませんか！

渋谷の街にいる、多くの労働者や学生に韓国でこんなこ

とが起きているんだってことを、私たちが団結して闘えば

勝つことはできるんだってこと、誰がこの社会の主人公だっ

て事をはっきりさせてやろうじゃないか！ こういうこと

を徹底的に訴えて、この力で、パククネ政権、安倍政権、

両方を倒していきましょう！ 改憲を粉砕する大闘争を巻

き起こしていきましょう！

そしてそれと一体で、これを実現する新しい労働者の政

党をこの日本に作り出していきましょう。本日はその新た

な出発点です。共に闘いぬきましょう。

私たち全学連は、大学から戦争反対のストライキを2016

年必ず巻き起こします。この社会をひっくかえす力を民主

労総から学んで、共にこの日本からも作り上げていきましょ

う。戦争を必要とするこの社会を私たちの足元から根本的

に変えていきましょう。私たちの足元にある泉は、ぜった

に枯れることはありません。なぜならば、その泉は私たち

自身だからです。私たちの決断は、私たちがあきらめない

限りなくなることはありません。

共に闘いぬいていきましょう。ありがとうございました。

１2月に行われた全学連拡大中央委員会は、来たる2016年

決戦に向けて全体が高揚し大成功しました。特に印象に残っ

たのが、斎藤委員長の「私たちは「民主主義」のために学

生運動をやっているわけでありません…『労働者階級の勝

利』のためにたたかっています」という発言だ。この発言

を聞いたとき、私は共産主義者として、日本国憲法、戦後

民主主義、学問の自由etc…といった資本主義が労働者階級

に幻想を持ち込み、労働者階級を支配するイデオロギーを

徹底的に粉砕しなければいけないと思いました。今なら、

京大バリストは資本主義社会の支配を粉砕する偉大な挑戦

だったと総括できるし、また他の大学でもバリストをどん

どんやって支配を打ち倒していきたいと思います。そして、

法政大で自治会を再建し、バリストを実行した時には新自

由主義大学は完全に無くなり、労働者階級の勝利＝プロレ

タリア革命は間近です！ そのためにも、2016年決戦―法

大闘争の前進、参院選勝利で戦争反対・改憲阻止で全国大

学反戦ストライキに突き進みたいと思います。
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